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9 【施工における　課題・問題点　等】

　本工事は国道49号横雲バイパスと新潟中央環状道路を立体交差する箇所において、上り線の地盤改良と付

替道路を造成する工事である。作業工程としては、将来のバイパス本線の盛土部の地盤改良工、表層改良、

そして付替道路の路体・路床盛土及びそれに付随する排水構造物工、舗装工の順に施工を行いますが、修正

設計によって工種が増えたことにより工程が圧迫され、決められた工期内に施工を終わらせる為には、少し

でも各作業間の測量、出来形計測業務による工事の中断等を無くし、円滑に進捗させるために業務の効率化

及び省力化を図り、現場の生産性を上げる必要があった。

10 【実　施　内　容】

　課題点を解決するため地盤改良工（固結工）において、①施工管理システム｢epo-Live｣と②杭芯位置管理

システム｢Picture Navi｣をICT技術として活用した。

①施工管理システム｢epo-Live｣は施工管理内容を遠隔でリアルタイムでモニターに表示し閲覧することがで

きる為、各計器によって測定された施工データ（深度・速度・電流値・流量）をデジタルチャートグラフに

よって容易に確認することができ、施工中の流量不足や速度超過などが発生した場合にも、警告表示を行い

ヒューマンエラーの防止にも役立った。撹拌翼図とグラフを用いたアニメーション表示により、動画的に施

工状況を容易に把握する事が出来た。

②杭芯位置管理システム｢Picture Navi｣は設計図面より座標を取り込み、GNSSの位置情報を活用し、モニタ

ーに図面とリンクして杭芯が表示され、容易な作業で杭芯管理ができるシステムで、現場とモニターで座標

を確認しながら誤打設のないように杭芯セットを行い、また図面に施工位置を記録することができ、出来形

、出来高の進捗確認を行った。

11 【実　施　結　果】

　上記のICT技術の導入により、業務生産性の向上及び工程を短縮することができた。ICT施工データでの管

理により、出来形管理として施工データを活用する事ができ、従来の出来形測定では完了後掘り起こしして

基準高や杭径、位置、深度の測定写真が必要であったが、施工データで代用ができるようになった。出来形

測定にかかる人員の省人化や施工管理内容を一括で確認することができ、省力化を図り、生産性が向上した。

またGNSSの位置情報を活用して、測量で杭芯を出す作業も省くことができるようになったことや、杭打ち

機の改良体杭芯位置への誘導作業も不要となり、省力化と効率化の一つとなった。

今回の工事において、修正設計によって追加工種となった表層改良は、地盤改良後の改良天端を約1.5mバッ

クホウ混合にて改良を行うものであったが、先に述べた完了後の掘り起こしによる出来形確認を省くことで

、円滑に次工程に移ることが出来た。
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